
《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》部の名称を変えたぐらいで売り上げが伸びたり、競艇事業
に対する職員の気持ちが改まったりすることはまずない。このような議案は、紙代・印刷代がもったいないだけであ
る。変えなくてはならないのは、日本財団に払っているみかじめ料であり、それをゼロ円にしなくては全く意味がな
い。このみかじめ料を見直さない限りは、どんないいことを言っても無駄であるため反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　中川　民英議員》今回の改定では、基礎賦課限度額が2万円、後期高齢者支援金
等賦課限度額が2万円、合わせて4万円の値上げで、合計の限度額は89万円になる。平成22・23・26・27・28年度にそれ
ぞれ4万円の値上げをしており、10年前の平成18年の限度額62万円と比べると27万円、43％もの増になっている。ま
た、今回限度額引き上げを行っても、その分を割り戻し、中間所得者層以下の負担を軽減することにはならない。さ
らに、約850万円程度で限度額に達するため、高額所得者といえど、連続した値上げでは負担も大きいことから反対
する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》指定管理者制度は、事業によっては利用率が10％未満の施
設がたくさんある上、近隣に同じような施設があるため、閉鎖しても困らないような施設もある。また、少数のリ
ピーターのために莫大な維持管理費を投入してまで、無理して営業する必要のない施設もある。この制度は、表向き
は人件費が節約できることなどをうたってはいるが、大きな修繕や建て替えになれば市が費用を全額負担しなくて
はならず、莫大な維持管理費と建設費を考えると、良い制度とはかけ離れたものである。これを存続すれば、今後も
金を食い続けていってしまうことから、指定管理者制度そのものに反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》市長は市民から信任され、日々公務に頑張ってもらってい
るが、期末手当の引き上げ率が少なく、もっと引き上げるべきである。副市長については、世間の情勢を考えると、現
在でも過分な給与が支給されており、期末手当引き上げについては、市民の理解が得られにくいと考える。むしろ給
与を引き下げるべきであると考えることから反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》世間の情勢を考えると、現在でも過分な報酬等が支給され
ており、期末手当の引き上げについては、市民の理解が得られにくいと考える。むしろ報酬等を引き下げるべきであ
ると考えることから反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》どんなにきれいな文言をもっともらしく並べても、日本財
団に莫大なみかじめ料を支払っている以上、ただの絵に描いた餅であることから反対する。

津市常勤の監査委員の給与及び旅費に関す
る条例の一部の改正について

一般職の勤勉手当の支給率の改定に連動
し、平成28年12月期の期末手当の支給率を
0.1カ月分増額し、平成29年度以降の期末手
当の支給率を、現行と比べ、6月期および12
月期それぞれ0.05カ月分増額する改正

津市市長及び副市長の給与及び旅費に関す
る条例の一部の改正について

一般職の勤勉手当の支給率の改定に連動
し、平成28年12月期の期末手当の支給率を
0.1カ月分増額し、平成29年度以降の期末手
当の支給率を、現行と比べ、6月期および12
月期それぞれ0.05カ月分増額する改正

津市教育委員会教育長等の給与及び旅費等
に関する条例の一部の改正について

一般職の勤勉手当の支給率の改定に連動
し、平成28年12月期の期末手当の支給率を
0.1カ月分増額し、平成29年度以降の期末手
当の支給率を、現行と比べ、6月期および12
月期それぞれ0.05カ月分増額する改正

津市モーターボート競走事業の設置等に関
する条例の制定について

モーターボート競走事業に係る業務の執
行について、地方公営企業法の財務規定等
の適用などを定める条例の制定

国民健康保険法施行令の改正に伴う、同令
に規定する保険料の賦課に関する基準に
合わせた賦課限度額の改定を行う
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津市橋南市民センターの指定管理者の指定
について

津市橋南市民センター運営委員会（平成29
年4月1日から平成34年3月31日まで）

長谷川正

津市雲出市民センターの指定管理者の指定
について

津市雲出市民センター運営委員会（平成29
年4月1日から平成34年3月31日まで）

長谷川正

長谷川正
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議案第147号

津市白塚市民センターの指定管理者の指定
について

津市白塚市民センター運営委員会（平成29
年4月1日から平成34年3月31日まで）

長谷川正

議案第14 8号

津市高茶屋市民センターの指定管理者の指
定について

津市高茶屋市民センター運営委員会（平成
29年4月1日から平成34年3月31日まで）

長谷川正

議案第14 9号

久居駅前公共自転車駐車場の指定管理者の
指定について

公益社団法人津市シルバー人材センター
（平成29年4月1日から平成32年3月31日まで）

長谷川正

津市行政組織条例の一部の改正について

津市国民健康保険条例の一部の改正について
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モーターボート競走事業に係る業務の執行に
ついて、地方公営企業法の財務規定等を適用
し、収益事業としての明確化を図ることから、
競艇事業部をボートレース事業部と改める

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》議案第134号と同じ理由で反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　豊田　光治議員》議案第134号と同じ理由で反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》議案第134号と同じ理由で反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》議案第145号と同じ理由で反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》議案第145号と同じ理由で反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》議案第145号と同じ理由で反対する。

《反対討論　市民の声を大切にする会　長谷川　正議員》議案第145号と同じ理由で反対する。


